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ま
し
た
。
第
50
回
大
会
と
な
る
そ
の

年
、
甲
子
園
で
は
盛
岡
一
高
旋
風
を

巻
き
起
こ
し
、
東
北
に
盛
岡
一
高
あ

り
と
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
し
め
ま

し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
10
年
後
、
９
回
目

の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
の
が

我
々
54
年
卒
で
あ
り
ま
す
。
今
回
、

在
京
白
堊
会
総
会
の
幹
事
と
し
て
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第30号

第
43
回
在
京
白
堊
会
総
会
は
、
５

月
14
日
（
土
）、
文
京
区
湯
島
に
あ

る
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
会
場
を

移
し
、
昭
和
54
年
卒
が
幹
事
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

在
京
白
堊
会
は
、
43
年
前
、
我
が

一
高
が
８
度
目
の
甲
子
園
出
場
を
果

た
し
た
時
に
、
甲
子
園
に
応
援
に
行

く
た
め
に
集
ま
っ
た
こ
と
が
契
機
と

な
っ
て
、
そ
の
翌
年
に
発
足
い
た
し昭和53年甲子園出場時の応援風景（写真集『闘魂』より）

は
、
そ
の
成
り
立
ち
の
主
旨
と
、
甲

子
園
に
行
っ
た
年
次
で
あ
る
こ
と
に

思
い
を
馳
せ
、「
甲
子
園
」を
本
会
の

共
通
項
と
し
て
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ

と
繋
が
る
白
堊
の
絆
を
再
認
識
す
る

場
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
懇
親
会
時
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
は
、「
甦

れ
、
甲
子
園
！
」
と
題
し
て
、
43
年

昨年の総会風景

2011

〜
み
ん
な
で
凱
歌
を
歌
お
う
じ
ゃ
な
い
か
！
後
輩
へ
の
魂
の
エ
ー
ル
〜

第43回在京白堊会総会
日 時：５月14日（土）

講演会 16時～／総会・懇親会 17時～
受付開始15時30分より

場 所：東京ガーデンパレス（03-3813-6211）
（文京区湯島1-7-5）※昨年の会場から変更

" 0x\ 10,000円
（在京白堊会平成23年度年会費2,000 S c ）
学生・院生3,000円
（同上／但し、社会人・揚G枠G揚IﾕG揚G揚GｧWG）

前
、
33
年
前
、
そ
し
て
惜
し
く
も
甲

子
園
出
場
を
逃
し
た
一
昨
年
の
後
輩

た
ち
の
活
躍
を
、
映
像
や
ス
ラ
イ
ド

で
紹
介
、
当
時
の
選
手
に
ご
登
場
い

た
だ
く
（
？
）
サ
プ
ラ
イ
ズ
コ
ー
ナ

ー
も
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
参
加
者
全
員
で
凱
歌

を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
今
年
に
懸

け
る
後
輩
た
ち
へ
の
魂
の
エ
ー
ル
と

し
ま
す
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
開
催
す
る

記
念
講
演
会
で
は
、
岩
手
医
科
大
学

神
経
内
科
・
老
年
科
准
教
授
の
高
橋

智
君（
54
卒
）に「
認
知
症
を
理
解
し

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
会
的
に
関

心
の
高
い
認
知
症
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

高
橋
君
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
き
ょ
う
の
健

康
」や「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」に
も

出
演
し
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

さ
ら
に
、
鏡
割
に
使
用
す
る
樽
酒

は
、
54
年
卒
ゆ
か
り
の
文
政
12
年

（
１
８
２
９
年
）
創
業
の
蔵
元
『
鷲
の

尾
』で
す
。こ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
！

な
お
、

出
欠
に
つ

き
ま
し
て

は
、
同
封

の
ハ
ガ
キ

に
て
４
月

22
日
ま
で

に
ご
投
函

い
た
だ
け

れ
ば
幸
い

で
す
。
ウ

ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
の

お
申
し
込

み
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.hakua.org/zsoukai43.htm

l

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
和
54
年
卒
幹
事
団
）

テーマ：「認知症を理解しよう」
講 師：高橋 智（たかはしさとし／54年卒）

岩手医科大学神経内科・老年科 准教授
昭和60年３月 岩手医科大学医学部卒業
平成５年４月 〃 医学部講師任用
平成17年３月 〃 医学部助教授任用
平成18年４月 〃 附属病院医療安全推進室長
平成19年４月 学校教育法の改正により

准教授へ名称変更
専門領域：老年期認知症、脳循環

〈著書〉（共著を含む）
『かかりつけ医とケアスタッフのためのBPSD対応マニュアル』（南山堂）
『内科学書』（中山書店）他
〈主なテレビ出演〉
「あさイチ」「ためしてガッテン」「先どりきょうの健康」
（以上、いずれもＮＨＫ）

講演会〈講師とテーマの紹介〉

今年の幹事、昭和54年卒のみなさん

会場地図

Webでの申込みは http://www.hakua.org/zsoukai43.html
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参加者
募集

活動報告

レ
デ
ィ
ス
会
っ
て
何
？

一
度
は
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う

今
年
も
銀
座
で
―
開
催
日：

平
成
23
年
6
月
18
日（
土
）―

芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
は
、
昨
秋
10

月
30
日
（
土
）
に
、
台
風
が
直
撃
す

る
か
と
い
う
風
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
Ｓ
25
年
卒
か
ら
Ｓ
61
年
卒
ま

で
の
幅
広
い
年
次
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

東
郷
神
社
境
内
に
あ
る
、
伝
統

を
誇
る
日
本
陶
芸
倶
楽
部
を
会
場

に
、
ま
ず
ア
マ
チ
ュ
ア
作
品
展
を

ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
そ

の
多
彩
で
質
の
高
い
作
品
群
に
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
作
陶
体
験
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
倶
楽
部
の
指
導

者
か
ら
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
各
々
が
茶
碗
や

カ
ッ
プ
な
ど
を
手
び
ね
り
で
作
陶

し
ま
し
た
。
真
剣
に
取
り
組
ん
で

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
後
、

全
員
で
茶
会
に
参
加
し
、
緊
張
感

の
中
、
美
味
し
く
お
菓
子
と
抹
茶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
都
内
は
、
終
日
風
雨

が
吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
が
、
普

段
、
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
日
本

の
伝
統
に
親
し
む
時
間
を
存
分
に

体
感
し
て
、
充
実
し
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

写
真
は
、
原
宿
の
東
郷
神
社
境
内
に
あ
る
日
本
陶
芸

倶
楽
部
で
の
作
陶
体
験
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん

第
7
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

陶
芸
鑑
賞
と
作
陶
体
験

第
5
回
白
堊
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
（
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
）

昨年の参加者（写真左）と会場地図（上図）

作陶体験のあとは、茶室で抹茶を楽しむ

女
性
同
士
の
情
報
交
換
や
親
睦

を
目
的
に
始
ま
っ
た
「
在
京
白
堊

レ
デ
ィ
ス
会
」
は
、
今
年
で
第
７

回
目
、
70
歳
に
な
っ
た
昭
和
34
年

卒
が
幹
事
を
務
め
ま
す
。

学
年
も
年
齢
も
超
え
た
女
性
会

員
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
ス

ピ
ー
チ
で
盛
り
上
が
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
戴
き

な
が
ら
、
楽
し
い
集
い
に
な
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
あ
わ
せ
て
御
参
加
下
さ
い
。

●
日
時：

平
成
23
年
６
月
18
日

（
土
）
12
時
〜
15
時
（
受
付
は
11
時

30
分
か
ら
）

●
場
所：

レ
ス
ト
ラ
ン
・
サ
ン
ミ

（sunm
i

）
高
松
本
店

※
昨
年
と
同
じ
会
場
で
す
。

●
会
費：

５
千
円

※
参
加
者
は
、
在
京
白
堊
会
年
会
費
（
２

千
円
）
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い
。

●
担
当
幹
事：

小
笠
原
良
子
０
４
２-

５
９
１-

９
９
７
５

田
村
紀
子
０
４
７-

４
４
３-

５
２
１
５

●
申
込：

参
加
希
望
の
方
は
、
５

月
31
日
（
土
）
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
卒
業
年
次
及
び
電
話
番
号

を
担
当
幹
事
に
御
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

御
容
赦
下
さ
い
。



白堊芸術祭2010

▲木村克子（S29卒）〈黄色い帽子〉

〈出展リスト〉平成22年12月2日（木）～4日（土）
開催場所：銀座「アート・ロベ」

年々多彩になる白堊芸術祭
　「第3回白堊芸術祭」は、S23
年卒小川 茂さんが編曲された箏
曲、石川啄木の「一握の砂」のCD
が会場で聴けるなど、年々多彩な
作品が出展されるようになって
きました。ますます盛大になって
きた「白堊芸術祭」。これからも
多くの同窓生が出展され、見学
されますようお願いいたします。

オブジェになった気分で
「ハイ！ポーズ！」

▶
浅
沼
榮
一（
浅
沼
一
道
／
Ｓ
27
卒
）〈
益
延
壽
〉

▶三浦千波
    （S50卒）

  〈みちのく風景〉

▶伊東明子
（S50卒）

  〈夕暮れのカフェ〉

▶
佐
藤
法
雄
（
佐
藤
容
斎
／
Ｓ
50
卒
）〈
孤
雲
〉

　伊藤馨一
      （S52卒）  
    〈賢者の祭壇〉 
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▲毛利洋子（S41卒）〈りんごのみた夢〉

▲佐々木美枝子（S43卒）
〈SELF PORTRAIT? Yes, it’s ME!〉

▲神尾 厚（S30卒）〈TOMATOS〉

▲八重樫誠司（S53卒） 
　 〈ジンベイ日傘〉

▲伊藤公雄（S34卒）〈民話の里〉
▲板倉洋子（S28卒）
   〈湧 水（イギリス　ヴァブリーにて）〉

▲南舘英孝（S36卒）〈kakis:それぞれの個性〉

▲池上敦子（S50卒）〈水向低流 人向高走〉

三
浦
千
江
美
（
Ｓ
53
卒
）〈
廣 
大
〉

武
田
夏
美
（
武
田
素
虹
／
Ｓ
53
卒
）〈
臨  

石
山
切  

伊
勢
集
〉

▼坂上洋子
     （綾華／S40卒）〈花 香〉

▲高橋正美（S31卒）コート掛け〈バラ〉
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▲坂上洋子（S40卒）   〈願請延年〉

空
に
浮
か
ん
だ

肘
と
指

青
い
丘
の
道

太
極
拳
は

静
止
を
刻
む

  　

 

（
八
十
若
・
Ｓ
22
卒 

小
川
達
雄
）

縄
文
人
の

銛
を
手
に

北
天
に
弓
引
く

夷
狄
を

撃
つ　

　
　
（
山
田
武
秋
・
Ｓ
42
卒
）

病
床
に
伏
し
た
母
が

桜
花
の

ひ
と
ひ
ら
に
涙
を
流
す

旅
立
つ
前
の

最
後
の
親
孝
行

　
　
（
伊
奈 

裕
・
Ｓ
38
卒 

稲
垣
裕
雄
）

春
を
感
じ
な
が
ら

ま
ど
ろ
む

ぬ
る
む
風

芽
吹
く
命
達

夢
の
散
歩
を
す
る

　
　
（
光
平
・
Ｓ
31
卒 

早
坂
光
平
）

思
い
た
っ
て

三
日
ぶ
り
に
か
け
て
み
た

掃
除
機
で
す
が

髪
の
毛
一
本
見
つ
か
ら
な
い

女
ひ
と
り
の
暮
ら
し
で
す　
　

　
　
（
ろ
ろ
ち
ち
・
Ｓ
42
卒 

二
宮
ま
ゆ
み
）

晩
秋
の
、
落
ち
葉
を
踏
ん
で
歩
く
道

肩
を
濡
ら
す
夕
時
雨

心
を
よ
ぎ
る
は
想
い
出
の

ふ
た
り
で
歩
い
た

恋
の
途

　
　
（
だ
い
て
ん
ち
・
Ｓ
36
卒 

星 

邦
彦
）

 

 

野口田鶴子さんの朗読は、白堊芸術祭開催初日の
12月2日、15時と17時の２ステージ行われた

白堊芸術祭に掲出された
白堊会員の五行歌作品

▲渡部恵子（萌園 翠／S53卒）   〈恩寵の湖面〉
▲鍛治順子（S61卒）   〈光射すみち〉

▲村野井徹夫（S35 卒）〈雨上がり〉▲村上忠司（S32 卒）〈湯治場の朝〉

▲大澤邦雄（S43 卒）
　 〈凍鶴（日比谷公園）〉 ▲玉澤健児（S43 卒）

　 　 〈カマスの群れ〉

▲及川 謙（S61 卒）
　 〈鉱脈－金と銀－〉

▲橋本時浩（S53 卒）〈Siamの森〉

▲早坂光平
      （S31卒）

   〈句の書〉

▲辻田よね子（　よ　　／S55卒）
    〈静 夜－My Sutra－〉

S22年卒小川茂さん編
曲の箏曲「一握の砂」の
演奏も会場で聴けた
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▲及川昭伍（S25卒）
    〈軟釉彩扁壺〉

▼千葉祐治（S41卒） 〈鉢〉

▲田部井恭子（S34卒）   
　　　　 〈北極圏の夏〉

　▲山中雅彦
    　  （S49卒）  
 　   〈蝉〉 

▲小野寺長道（S28卒） 〈前九年からの岩手山〉

▲福田 隆（S49卒） 〈白樺林〉

▼滝野澤 嶢（S25卒）
    〈癈木とガラス瓶〉

▲一戸裕子（S43卒）   〈ざくろ〉

▲坂本 務 （S44卒）   〈スケートボード練習場〉

▲菊池雅子（S44卒）〈爽 日〉

▲小川 茂（S23 卒） 〈箏作品集〉
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生
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
合
唱
や
独

唱
を
楽
し
も
う
」
と
い
う
の
が
こ

の
催
し
の
趣
旨
で
す
。
歌
の
好
き

な
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時：

平
成
23
年
８
月
３
日

（
水
）
12
時
集
合

17
時
解
散
予
定

●
場
所：

洋
風
居
酒
屋
ボ
ナ
ペ
テ
ィ

http://bonappetit-live.com
/forpcuser/

●
住
所：

品
川
区
中
延
３-

８-

７

●
電
話：

０
３-

３
７
８
７-

３
６
３
４

●
交
通：

都
営
浅
草
線
中
延
駅
Ａ

３
出
口
か
ら
徒
歩
３
分

東
急
大

井
町
線

中
延
駅

同
池
上
線

荏
原
中
延
駅
か
ら
徒
歩
３
分

●
会
費：

５
千
円
（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
方

は
４
千
円
）
※
参
加
者
は
在
京
白
堊
会
年
会

費（
２
千
円
）
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い
。

●
申
込
締
切：

５
月
末
日
。
参
加

申
込
の
方
へ
詳
細
な
ご
案
内
を
別

途
お
送
り
致
し
ま
す
。
伴
奏
で
歌

う
方
は
、
楽
譜
を
送
付
願
い
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉
○
早
坂
光
平
（
31
年
卒
）

○
TEL/

FAX
０
３-

３
９
３
２-

２
７
２
５

M
ail:hayak@

jcom
.hom
e.ne.jp

○
住
所

〒175-0082

板
橋
区
高

島
平
８-

27-

11-

２
０
７

※
独
唱
の
方
は
、
楽
譜
を
左
記
阿
部
宛
に

ご
送
付
願
い
ま
す
（
お
一
人
２
曲
ま
で
）

○
阿
部
克
行

○
TEL/

FAX
０
４
３-

２

７
９-

４
７
０
７

○
住
所

〒261-0011

千
葉
市
美

浜
区
真
砂
２-

23

９-

５
０
３

●
幹
事

31
年
卒：

阿
部
克
行
・
小

笠
原
征
・
早
坂
光
平
、
33
年
卒：

大

川
紀
子
、
35
年
卒：

大
内
秀
之
・
中

島
わ
か
、
36
年
卒：

南
舘
英
孝

昨
年
11
月
６
日
（
土
）
上
野
駅

に
集
合
し
て
特
急
草
津
号
に
て
吾

妻
線
群
馬
原
町
駅
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
約
２
時
間
後
、
降
り
立
っ

た
駅
前
か
ら
は
甲
斐
武
田
氏
の
三

大
山
城
の
一
つ
と
言
わ
れ
た
、
そ

そ
り
立
つ
岩
櫃
城
を
仰
ぎ
見
る
こ

と
が
出
来
、
う
う
ん
、
登
り
甲
斐

が
あ
り
そ
う
だ
と
の
参
加
者
の
頼

も
し
い
声
を
聞
き
な
が
ら
の
出
発

と
な
り
ま
し
た
。

参加者
募集

活動報告

現
在
の
国
道
で
あ
る
吾
妻
街
道

は
、
吾
妻
川
沿
い
に
舗
装
さ
れ
た

道
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
往
時

の
吾
妻
街
道
は
山
上
に
あ
る
岩
櫃

城
内
を
通
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

城
へ
向
か
う
道
は
昼
な
お
暗
い
急

な
坂
道
を
登
る
道
で
あ
り
ま
し
た
。

漸
く
城
の
真
下
に
着
い
た
と
こ
ろ
で
、

日
本
で
は
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な

い
、
と
い
う
竪
堀
と
横
堀
を
絶
妙

に
組
み
合
わ
せ
た
空
堀
群
を
見
学

し
な
が
ら
本
丸
に
到
着
。
眼
下
に

は
、
群
馬
原
町
、
吾
妻
街
道
を
見

は
る
か
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
参
加
者
の
た
っ
て
の

希
望
に
よ
り
、
岩
櫃
城
の
さ
ら
に

上
部
、
岩
櫃
山
頂
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
岩
櫃
城
の
背
後

の
守
り
は
、
天
嶮
の
要
害
で
あ
る

岩
櫃

い
わ
び
つ

城
訪
問
記

中
世
城
郭
探
訪
の
集
い

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
一
緒
に
歌
を
！

参
加
年
次
広
が
る
開
催
日：

平
成
23
年
8
月
3
日(

水)

在
京
白
堊
会
「
歌
の
祭
り
」

岩
櫃
山
に
拠
っ
て
お
り
、
頂
上
に

至
る
道
は
、
両
側
が
断
崖
と
な
っ

て
い
る
狭
い
尾
根
道
を
通
り
、
さ

ら
に
数
か
所
の
鉄
鎖
が
設
え
ら
れ

た
岩
を
登
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
思
わ

ぬ
体
験
が
出
来
た
、
と
喜
び
の
声

が
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
の
事
で
到
着
し
た
岩

櫃
山
頂
か
ら
の
絶
景
は
、
心
地
よ

い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
言
葉
で

は
言
い
尽
く
せ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

写真は今年2月6日（日）、銀座「スリーアロー」で開催さ
れた第2回「歌の新年会」。23年卒から43年卒まで、幅広
い年次にわたって18名が参加してビゼーやシューベルト
の歌曲、カンツォーネ、シャンソンなどを熱唱した。その
後のカラオケの部でも、唄自慢の美声が披露された。

岩櫃山頂からの眺望

お見舞い

３月11日の東北地方太平洋沖地

震による被災の皆様に心よりお見

舞い申し上げます。郷里のご家族、

ご親戚、ご友人、知人が被災された

在京白堊会ＯＢも多いことと思わ

れます。皆様のご無事を心よりお

祈りいたしております。

在京白堊会
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総
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
同

封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２，
０

０
０
円
を
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

手
数
料
節
約
の
た
め
、
振
込
み
は

窓
口
で
は
な
く
、
極
力
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

て
お
願
い
し
ま
す
。

お 願 い

在
京
白
堊
会
の
秋
の
恒
例
行
事

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
爽
や
か
な
陽
春
の
下
で
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
年
は
風
薫
る
６
月
に

開
催
い
た
し
ま
す
。

個
人
参
加
、
年
次
で
の
チ
ー
ム

白堊五行歌会

平
凡
が
一
番

急
が
ず

焦
ら
ず

自
分
ら
し
く

人
生
を
味
わ
い
な
が
ら

伊
奈

裕
（
38
年
卒
）

ち
い
さ
な

黄
い
ろ
の
雪
洞

こ
れ
は
蝋
梅
の
林

い
つ
の
ま
に
か

生
ま
れ
た
神
苑

八
十
若
（
22
年
卒
）

薄
雪
を

黄
い
ろ
に
染
め
ゆ
く

蝋
梅
は

い
ま

陽
光
を
う
け

青
空
に
透
け
る

吉
田
美
雅
子
（
45
年
卒
）

替
え
の
下
着
が

入
っ
た
だ
け
の
バ
ッ
グ

無
人
の
駅
の

待
合
室
で

固
く
握
り
し
め
る

山
田
武
秋
（
42
年
卒
）

白堊五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時30分から
秋葉原で歌会を行っています。参加をご希望の方は
03-3269-3420（42年卒・白堊五行歌会代表・山田）
まで電話またはメールでお気軽にご連絡ください。
Eメールアドレスsakuraco@leaf.ocn.ne.jp

※2010年10月～2011年2月までの作品から。名前はペンネームもあります。

昨年の在京白堊会ゴルフ大会の参加者

昨年の優勝チーム、疾風会（S42卒）のメンバー。
個人の部優勝もS42卒石井充さん（右から２人目）、
準優勝中村久男さん（中央）がゲットした

編
集
後
記

今
年
は
６
月
８
日
○水
に
開
催

第
9
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
大
募
集

銀
座
で
白
堊
芸
術
の
祭
典
！

白
堊
芸
術
祭
2
0
1
0

第
３
回
白
堊
芸
術
祭
が
、
12
月

２
日（
木
）〜
４
日（
土
）、
銀
座
の

画
廊
ア
ー
ト
・
ロ
ベ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
絵
画
、
彫
刻
、

陶
芸
、
書
、
写
真
、
鎌
倉
彫
、
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
、
詩
歌
等
、
お
よ
そ
60

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
最
終
日
を
土
曜
日
と
し
、

初
日
の
２
日
午
後
に
は
、
野
口
田

鶴
子
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）の「
宮
沢
賢
治
」

と
「
五
行
歌
」の
朗
読
会
、
夜
は
別

会
場
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
多
く
の
同
窓
生
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
在
京
白
堊
会
会

員
に
よ
る
年
末
恒
例
の
文
化
祭
と

し
て
、「
白
堊
芸
術
祭
」
は
す
っ
か

り
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

（
芸
術
祭
の
詳
細
は
特
集
面
参
照
）

▼
今
春
の
盛
岡
一
高
硬
式
野
球
部
の
関
東
遠

征
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
今
夏
も
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
に
、ち
ょ
っ
ぴ
り
残

念
で
す
。▼
昨
年
暮
れ
、Ｓ
60
年
卒
大
友
啓
史

さ
ん
が
毎
日
新
聞
の
連
載
コ
ラ
ム
「
時
代
を

駆
け
る
」
に
登
場
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
大
河
ド
ラ

マ
「
龍
馬
伝
」
の
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
、

「
ハ
ゲ
タ
カ
」（
07
）、「
白
洲
次
郎
」（
09
）
な
ど
、

話
題
の
ド
ラ
マ
を
次
々
と
手
が
け
て
い
る
注

目
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
す
。
白
堊
の
若
い
世

代
の
活
躍
が
楽
し
み
な
こ
の
ご
ろ
で
す
。

参加者
募集

参
加
の
い
ず
れ
で
も
大
歓
迎
で
す
。

例
年
、
帰
り
の
送
迎
バ
ス
内
の

歓
談
が
大
好
評
で
す
の
で
、
さ
ら

に
楽
し
い
想
い
出
を
作
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
是
非
、
送
迎
バ
ス

を
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
開
催
要
領
〉

●
期
日：

平
成
23
年
６
月
８
日（
水
）

●
会
場：
ザ・ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

茨
城
県
竜
ケ
崎
市
泉
町
原
口
１
５
９

２-

77
TEL
０
２
９-
７
６
４-

０
１
１
０

●
ス
タ
ー
ト：
Ｏ
Ｕ
Ｔ
・
Ｉ
Ｎ
と

も
09：

22
か
ら
各
６
組（
募
集
締
切
後
、

参
加
者
に
組
合
せ
・
ス
タ
ー
ト
順
等
を
郵
送
）

●
集
合：

08：

30
（
時
間
厳
守
）

●
募
集
定
員：

48
名

●
参
加
資
格：

白
堊
同
窓
生

●
参
加
費：

５
千
円
（
懇
親
会
飲

料
代
、
賞
品
代
）

※
参
加
者
は
、
在
京
白
堊
会
年
会
費
（
２

千
円
）
の
納
付
に
ご
協
力
下
さ
い
。

●
プ
レ
ー
費：

１
５，
８
０
０
円

（
概
算
。
各
自
で
精
算
。
昼
食
代
及
び
懇
親

会
オ
ー
ド
ブ
ル
代
を
含
む
）

●
プ
レ
ー：

18
ホ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
ー
。ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ

リ
ア
方
式
で
算
出
。
同
ネ
ッ
ト
は

卒
業
年
次
上
位
。

●
年
次
対
抗
戦：

１
チ
ー
ム
４
名

の
上
位
３
名
の
合
計
ス
コ
ア
（
１

チ
ー
ム
３
名
の
時
は
３
名
の
合
計

ス
コ
ア
）
で
順
位
を
決
定
す
る
。

但
し
、
５
名
以
上
で
参
加
の
年
次

は
、
４
名
又
は
３
名
単
位
で
１
チ

ー
ム
と
し
、
残
余
の
者
及
び
２
名

以
下
で
参
加
の
年
次
は
混
成
チ
ー

ム
と
し
て
参
加
す
る
。

●
表
彰：

年
次
対
抗
戦
団
体
優
勝
、

個
人
戦
優
勝
ほ
か
各
賞
多
数

●
送
迎
バ
ス：

東
京
駅
│
会
場
間

の
往
復
送
迎
バ
ス
▽
有
料
往
復
３

千
円
、
片
道
１
千
５
百
円
▽
集
合

06：

45
東
京
駅
八
重
洲
口
第
２
鉄

鋼
ビ
ル
前
（
時
間
厳
守
）
▽
出
発

東
京
駅
発
07：

00

●
申
込：

個
人
、
チ
ー
ム
自
由
。

但
し
、
卒
業
年
次
一
括
申
込
み
を

歓
迎
。
次
の
事
項
を
明
記（
様
式
自

由
）し
て
５
月
26
日（
木
）
ま
で
に

在
京
白
堊
会
事
務
局
へ（
電
話
連
絡

不
可
）。①
氏
名
②
卒
業
年
次
③
連

絡
先
住
所
及
び
電
話
番
号
④
チ
ー

ム
の
場
合
は
代
表
者
氏
名
⑤
送
迎

バ
ス
利
用
の
有
無
。

活動報告
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